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信
仰
と
法

　
　
　

 

フ
ラ
ン
ス
王
政
復
古
期
に
お
け
る
冒
涜
の
刑
罰
化 　
　
　

は
じ
め
に

こ
れ
ま
で
の
一
九
世
紀
フ
ラ
ン
ス
の
政
治
と
社
会
の
研
究
は
、
革

命
に
伴
う
共
和
政
の
成
立
と
発
展
、
帝
政
期
あ
る
い
は
七
月
王
政
下

の
統
治
に
関
心
が
向
け
ら
れ
て
き
た
が
、
復
古
王
政
期
（
一
八
一
四

―
一
八
三
〇
）
の
宗
教
と
政
治
の
関
係
に
関
心
を
集
め
る
こ
と
が
少

な
か
っ
た
。
そ
こ
で
本
稿
は
、
内
心
の
自
由
を
現
実
の
な
か
で
擁
護

す
る
こ
と
の
困
難
に
つ
い
て
考
察
す
る
た
め
に
、
国
家
の
歴
史
社
会

学
の
発
想
か
ら
復
古
王
政
期
の
冒
涜
の
刑
罰
化
を
検
討
す
る︶

1
︵

。

本
稿
は
、
涜
聖
処
罰
法
（
一
八
二
五
）
の
法
制
化
を
一
九
世
紀
の

国
家
と
社
会
が
交
錯
す
る
出
来
事
と
し
て
捉
え
る︶

2
︵

。
こ
の
涜
聖
処
罰

法
は
、カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
で
聖
別
さ
れ
た
オ
ス
チ
ア
（
聖
体
の
パ
ン
）

や
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
が
神
聖
で
あ
る
と
信
じ
た
事
物
へ
の
侵
害
を
、

刑
法
（
一
八
一
〇
）
が
処
罰
す
る
器
物
損
壊
や
窃
盗
の
罪
よ
り
も
重

罪
と
規
定
し
た
法
律
で
あ
る
。
中
世
の
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
カ
ト

リ
ッ
ク
教
会
の
聖
性
へ
の
冒
涜
行
為
は
、
一
人
ひ
と
り
の
良
心
の
問

本
稿
は
、
国
家
の
歴
史
社
会
学
の
観
点
か
ら
復
古
王
政
期
の
冒
涜
の
刑
罰
化
を
検
討
す
る
。
ま
ず
、
ル
イ
一
八
世
の
治
世
に
お
け
る
国
王
の
権
威
と
礼
拝
の
自
由
に

着
目
し
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
、
お
よ
び
ユ
ダ
ヤ
教
徒
に
平
等
な
地
位
を
支
え
、
諸
宗
教
を
調
停
す
る
条
件
と
し
て
法
の
支
配
を
考
察
す
る
。
次
に
、

シ
ャ
ル
ル
一
〇
世
の
治
世
に
お
け
る
涜
聖
処
罰
法
（
一
八
二
五
）
の
法
制
化
を
一
九
世
紀
の
国
家
と
社
会
が
交
錯
す
る
出
来
事
と
し
て
捉
え
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
宗

教
的
権
威
に
基
づ
き
諸
個
人
の
良
心
に
介
入
し
よ
う
と
す
る
国
家
の
動
作
を
主
要
な
論
争
か
ら
検
討
す
る
。
お
わ
り
に
で
は
、
冒
涜
の
刑
罰
化
を
、
教
権
的
な
君
主
政

の
も
と
で
宗
教
と
政
治
が
結
び
つ
い
た
統
治
の
技
法
の
一
つ
と
し
て
特
徴
づ
け
、
結
論
す
る
。

稲　

永　
　

祐　

介

龍
谷
大
学
人
間
・
科
学
・
宗
教
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
嘱
託
研
究
員

特
集　

福
祉
国
家
・
教
育
・
統
治 

―
― 

一
九
世
紀
フ
ラ
ン
ス
社
会
研
究
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題
と
し
て
社
会
的
に
制
裁
を
受
け
る
道
徳
的
な
罪
と
み
な
さ
れ
て
い

た
が
、
涜
聖
処
罰
法
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
聖
性
を
侮
辱
す
る
行

為
者
の
主
観
（
＝
﹁
純
然
た
る
冒
涜sacrilège sim

ple

﹂）
を
刑
罰

の
根
拠
と
し
、
国
家
が
冒
涜
行
為
を
公
共
の
事
柄
に
反
す
る
罪
と
し

て
処
罰
す
る
こ
と
を
定
め
た
。
本
稿
は
、
宗
教
的
権
威
に
よ
っ
て
諸

個
人
の
良
心
を
管
理
し
よ
う
と
す
る
国
家
の
動
作
に
焦
点
を
当
て
、

涜
聖
処
罰
法
が
法
制
化
さ
れ
る
プ
ロ
セ
ス
を
検
討
す
る
。

ま
ず
、
国
王
の
権
威
と
礼
拝
の
自
由
に
着
目
し
、﹃
憲
章
﹄

（
一
八
一
四
）
の
起
草
に
当
た
っ
た
ジ
ャ
ッ
ク
＝
ク
ロ
ー
ド
・
ブ
ニ
ョ

（Jacques-C
laude B

eugnot, 

一
七
六
一
―
一
八
三
五
）
の
﹃
回
想
﹄

と
下
院
で
の
発
言
記
録
を
検
討
す
る
。
彼
は
、ア
ン
シ
ャ
ン
・
レ
ジ
ー

ム
を
モ
デ
ル
と
す
る
国
王
の
権
威
と
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
と
の
緊
密
な

関
係
に
異
議
を
申
し
立
て
、
立
憲
君
主
政
に
お
け
る
国
王
の
権
威
を

法
政
原
則
に
基
づ
く
公
共
性
に
結
び
つ
け
よ
う
と
し
た
。
こ
こ
で
は

カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
、
お
よ
び
ユ
ダ
ヤ
教
徒
の
平

等
な
地
位
を
支
え
、
諸
宗
教
を
調
停
す
る
法
の
支
配
の
持
続
性
が
問

題
と
な
る
（
第
一
節
）。

次
に
、
王
位
が
ル
イ
一
八
世
か
ら
シ
ャ
ル
ル
一
〇
世
に
継
承
さ
れ

た
後
の
ユ
ル
ト
ラ
派
の
動
向
に
注
目
す
る
。
こ
こ
で
は
涜
聖
処
罰
法

が
規
定
す
る
聖
別
さ
れ
た
も
の
へ
の
冒
涜
の
概
念
を
考
察
す
る
。
聖

別
さ
れ
た
も
の
と
は
、
一
人
ひ
と
り
の
敬
神
の
気
質
に
訴
え
な
が

ら
共
同
性
を
再
生
産
す
る
効
用
を
持
つ
習
俗
、
お
よ
び
宗
教
的
・
道

徳
的
な
儀
礼
を
含
み
込
む
象
徴
が
体
系
化
さ
れ
た
礼
拝
の
対
象
で
あ

る︶
3
︵

。
こ
こ
で
は
、
涜
聖
処
罰
法
に
お
け
る
聖
別
さ
れ
た
も
の
へ
の
冒

涜
の
法
政
上
の
意
味
内
容
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
資
料
に
﹁
法

案
に
関
す
る
審
議
記
録
﹂
を
扱
う
。
冒
涜
の
刑
罰
化
を
め
ぐ
る
論
争

は
、
信
仰
の
自
由
に
つ
い
て
重
要
な
事
柄
を
示
し
て
い
る
。
な
ぜ
な

ら
信
仰
の
自
由
は
、
現
実
に
は
抽
象
的
な
存
在
で
あ
る
国
家
に
よ
っ

て
保
障
さ
れ
る
が
ゆ
え
に
、
国
法
に
依
存
す
る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ

れ
る
か
ら
で
あ
る
。
同
法
案
を
め
ぐ
っ
て
は
多
く
の
議
論
が
あ
る

が
、
そ
の
な
か
で
も
宗
教
と
政
治
の
関
係
に
着
目
す
る
本
稿
は
、﹃
憲

章
﹄
の
第
六
条
が
国
家
宗
教
と
定
め
る
カ
ト
リ
ッ
ク
教
を
厳
格
に
社

会
に
結
び
つ
け
る
た
め
に
同
法
案
に
賛
成
す
る
ル
イ
・
ド
・
ボ
ナ
ル

ド
（Louis de B

onald, 

一
七
五
四
―
一
八
四
〇
）、
同
法
案
の
第
四

条
第
二
項
に
あ
る
﹁
公
衆
の
面
前
で
﹂
と
い
う
文
言
に
注
目
し
て
同

法
案
に
反
対
す
る
フ
ラ
ン
ソ
ワ
＝
ル
ネ
・
ド
・
シ
ャ
ト
ー
ブ
リ
ア
ン

（François-R
ené de C

hateaubriand, 

一
七
六
八
―
一
八
四
八
）、﹃
憲

章
﹄
第
五
条
が
定
め
る
礼
拝
の
自
由
の
観
点
か
ら
同
法
案
に
混
入
す

る
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
の
ド
グ
マ
を
指
摘
し
、
同
法
の
成
立
に
反
対
す
る

バ
ン
ジ
ャ
マ
ン
・
コ
ン
ス
タ
ン
（B

enjam
in C

onstant, 

一
七
六
七

―
一
八
三
〇
）、
最
後
に
、
ユ
ル
ト
ラ
派
の
立
場
か
ら
こ
の
法
案
に

埋
め
込
ま
れ
た
革
命
性
に
反
対
す
る
フ
ェ
リ
シ
テ
・
ド
・
ラ
ム
ネ

（Félicité R
obert de Lam

ennais, 

一
七
八
二
―
一
八
五
四
）
の
言
説

を
概
観
す
る
（
第
二
節︶

4
︵

）。
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埋
め
込
ま
れ
た
王
政
復
古
期
の
立
憲
君
主
政
は
、
帝
政
期
の
権
威
主

義
と
比
較
し
て
リ
ベ
ラ
ル
な
側
面
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら﹁
混
合
体
制
﹂

と
い
わ
れ
る︶

5
︵

。

こ
の
よ
う
な
体
制
転
換
期
に
ジ
ャ
ッ
ク
＝
ク
ロ
ー
ド
・
ブ
ニ
ョ
は
、

シ
ャ
ル
ル=

モ
ー
リ
ス
・
ド
・
タ
レ
ー
ラ
ン
（Charles-M

aurice de 
Talleyrand, 

一
七
五
四
―
一
八
三
八
）
の
要
請
に
よ
り
法
律
家
の
立

場
か
ら
﹃
憲
章
﹄
作
成
の
諮
問
委
員
と
し
て
関
わ
っ
た︶

6
︵

。
彼
は
中
流

の
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
ジ
ー
に
生
ま
れ
、
弁
護
士
か
ら
法
曹
界
の
経
歴
を
積

み
重
ね
、
そ
の
後
、
立
法
議
会
（
一
七
九
二
年
）
に
選
出
さ
れ
る
が
、

恐
怖
政
治
期
に
投
獄
さ
れ
、
テ
ル
ミ
ド
ー
ル
九
日
に
よ
う
や
く
解
放

さ
れ
た
人
物
で
あ
る
。
彼
は
、
ブ
リ
ュ
メ
ー
ル
一
八
日
以
来
、
リ
ュ

シ
ア
ン
・
ボ
ナ
パ
ル
ト
（Lucien Bonaparte, 

一
七
七
五
―
一
八
四
〇
）

の
推
挙
に
よ
り
内
務
省
や
国
務
院
な
ど
で
要
職
を
勤
め
た︶

7
︵

。

国
王
の
権
威
に
つ
い
て
の
彼
の
見
解
は
、
リ
ベ
ラ
ル
な
貴
族
主
義

で
、
き
わ
め
て
立
憲
主
義
的
で
あ
っ
た
。
彼
に
と
っ
て
立
憲
君
主
政

は
、
国
王
の
権
威
に
よ
っ
て
の
み
正
統
化
さ
れ
、
人
民
の
信
条
や
意

見
か
ら
独
立
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。い
わ
ば
彼
に
と
っ
て
人
民
は
、

危
険
で
脆
弱
な
存
在
で
あ
っ
た
。
だ
か
ら
彼
は
、﹃
憲
章
﹄
を
君
主

と
人
民
の
妥
協
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
君
主
が
自
ら
を
制
限
し
、
人

民
に
授
け
た
﹁
欽
定
憲
法
﹂
と
し
て
制
定
し
よ
う
と
し
た
。

ブ
ニ
ョ
は
国
王
の
権
威
を
次
の
よ
う
な
状
況
依
存
的
な
正
統
性
の

機
能
か
ら
見
出
し
て
い
る
。

一　

国
王
の
権
威
（
ル
イ
一
八
世
の
治
世
）

﹃
憲
章
﹄
の
制
定
は
、
第
一
帝
政
の
崩
壊
に
伴
う
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
和

平
の
実
現
と
フ
ラ
ン
ス
国
王
の
帰
還
を
体
現
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

そ
の
前
文
の
冒
頭
に
は
、
戦
禍
か
ら
解
放
さ
れ
た
フ
ラ
ン
ス
が
﹁
神

聖
な
る
摂
理
﹂
に
し
た
が
っ
て
平
和
と
い
う
偉
大
な
責
務
を
果
た
す

と
表
現
さ
れ
て
い
る
。さ
ら
に
前
文
は
歴
史
の
連
続
性
を
強
調
し
た
。

立
法
者
た
ち
は
、
革
命
が
切
り
刻
ん
だ
フ
ラ
ン
ス
の
歴
史
を
つ
な
ぎ

合
わ
せ
、国
王
の
帰
還
を
過
去
の
国
王
の
偉
業
と
結
び
つ
け
た
一
方
、

革
命
を
歴
史
か
ら
逸
脱
し
た
出
来
事
と
し
て
抹
消
し
よ
う
と
し
た
。

し
か
し
、
復
古
王
政
期
の
制
度
に
は
革
命
の
痕
跡
が
い
く
つ
も
残
っ

て
い
る
。

﹃
憲
章
﹄
は
、
君
主
政
の
遺
産
―
―
王
朝
が
築
き
上
げ
た
経
済
的
・

文
化
的
な
遺
産
―
―
や
、
ア
ン
シ
ャ
ン
・
レ
ジ
ー
ム
の
貴
族
の
身
分

を
復
旧
さ
せ
、
同
時
に
帝
政
期
の
新
し
い
貴
族
の
身
分
を
も
更
新
さ

せ
た
。
他
方
、
革
命
以
来
の
自
由
と
平
等
の
理
念
を
継
承
す
る
責
務

も
条
文
に
記
し
た
。
制
度
の
面
で
見
れ
ば
、﹃
憲
章
﹄
の
第
六
九
条

以
下
に
定
め
ら
れ
た
よ
う
に
、
帝
政
期
の
国
債
や
新
し
い
貴
族
の
地

位
が
保
障
さ
れ
た
こ
と
に
加
え
て
、
法
の
前
の
平
等
や
自
由
に
は
革

命
と
の
連
続
性
が
見
ら
れ
、
一
七
八
九
年
以
来
の
信
仰
の
自
由
も
認

め
ら
れ
た
。
こ
の
王
政
復
古
の
政
治
体
制
は
、
君
主
主
権
に
支
え
ら

れ
な
が
ら
も
貴
族
院
と
代
議
院
か
ら
な
る
議
会
制
を
採
用
し
、
限
定

的
で
は
あ
っ
た
が
、
選
挙
民
の
意
志
も
代
表
し
た
。
革
命
の
遺
産
が
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に
関
わ
る
の
か
に
よ
っ
て
見
解
が
異
な
る
。
ブ
ニ
ョ
に
よ
れ
ば
、

国
王
の
権
威
は
、
好
き
な
だ
け
浪
費
さ
れ
て
よ
う
や
く
あ
ら

わ
れ
た
。
こ
の
濫
用
は
、
と
り
わ
け
﹃
憲
章
﹄
の
作
成
に
お
い

て
際
立
っ
て
い
た
。（
⋮
）私（
ブ
ニ
ョ
の
こ
と
）は
、書
記
官
に
、

ル
イ
一
四
世
の
も
と
で
は
、
勅
令
の
た
め
の
協
議
の
と
き
、
そ

れ
ぞ
れ
の
委
員
が
テ
ー
ブ
ル
に
着
い
て
お
り
、
ひ
と
文
字
ひ
と

文
字
の
正
確
さ
で
す
べ
て
を
記
録
し
、
す
べ
て
が
規
律
づ
け
ら

れ
、い
ま
の
よ
う
に
国
王
の
権
威
を
用
い
な
か
っ
た
と
言
っ
た
。

書
記
官
は
私
に
い
つ
も
こ
う
答
え
た
。﹁
わ
れ
わ
れ
は
と
て
も

急
い
で
い
る
﹂﹁
重
要
な
こ
と
は
早
く
終
え
る
こ
と
だ
﹂
と︶

11
︵

。

ル
イ
一
八
世
の
側
近
に
と
っ
て
﹃
憲
章
﹄
と
は
、
イ
ギ
リ
ス
に

亡
命
し
た
王
を
、
神
の
導
き
に
よ
っ
て
フ
ラ
ン
ス
に
帰
還
さ
せ
る

手
段
で
し
か
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
制
定
が
喫
緊
の
課
題
で

あ
っ
た
。
そ
う
し
た
な
か
、
ブ
ニ
ョ
と
共
に
﹃
憲
章
﹄
の
修
正
に
当

た
っ
た
モ
ン
テ
ス
キ
ウ
司
祭
（François-X

avier-M
arc-A

ntoine de 
M

ontesqu iou-Fézensac, 

一
七
五
六
―
一
八
三
二
）
は
、﹁
神
聖
な

省
庁
を
濫
用
﹂
す
る
こ
と
を
正
当
化
し
て
ま
で
も
﹁
聖
職
者
の
待
遇

改
善
に
つ
い
て
の
法
案
﹂
を
提
出
し
、
一
八
一
七
年
に
成
立
さ
せ
、

国
家
と
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
と
の
結
び
つ
き
を
強
め
さ
せ
た︶

12
︵

。

こ
こ
で
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
と
フ
ラ
ン
ス
の
習
俗
の
関
係
に
つ
い
て
簡

単
に
注
意
を
促
し
た
い
。

世
論
は
、
い
わ
ば
そ
の
力
に
お
い
て
立
法
者
を
励
ま
し
、
自

ら
が
進
む
べ
き
道
を
し
め
す
。
し
か
し
、
主
権
の
行
使
が
世
論

に
適
わ
ず
、
世
論
が
主
権
を
あ
て
に
し
な
く
な
れ
ば
、
法
が
不

安
定
に
な
る
危
険
、
つ
ま
り
革
命
的
状
況
の
苦
境
へ
と
陥
り
か

ね
な
い
。
私
は
、
こ
こ
最
近
の
政
府
の
提
案
が
﹃
憲
章
﹄
の
第

一
六
条
ま
で
の
条
文
に
無
関
心
で
あ
る
こ
と
を
懸
念
し
て
い

る
。
政
府
は
、
自
身
の
提
案
に
権
威
が
伴
っ
て
い
な
い
た
め
、

国
王
の
権
威
に
敬
意
を
払
う
こ
と
に
よ
っ
て
し
か
自
己
弁
護
で

き
な
い
だ
ろ
う︶

8
︵

。

さ
ら
に
彼
は
、﹁
国
王
は
、自
身
の
権
力
の
発
露
と
し
て
我
々
に﹃
憲

章
﹄
を
授
け
た
。
陛
下
以
外
の
何
者
も
﹃
憲
章
﹄
を
与
え
る
こ
と
が

で
き
な
い
の
な
ら
、
他
の
い
か
な
る
者
も
そ
れ
を
修
正
す
る
こ
と
は

で
き
な
い︶

9
︵

﹂
と
い
う
。
彼
の
憲
政
の
思
想
は
、
国
王
の
権
威
を
法
源

と
し
た
が
、
国
王
の
権
威
を
世
俗
的
に
捉
え
る
点
で
、
ユ
ル
ト
ラ
派

と
は
一
線
を
画
し
て
い
た
。
ユ
ル
ト
ラ
派
が
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
を
フ
ラ

ン
ス
の
習
俗
の
源
泉
で
あ
る
と
主
張
し
、
国
王
の
権
威
を
神
の
啓
示

に
直
接
結
び
つ
け
、
中
世
の
神
授
権︶

10
︵

の
秩
序
へ
と
回
帰
さ
せ
よ
う
と

し
た
の
に
対
し
、
ブ
ニ
ョ
は
、
国
王
の
権
威
を
あ
く
ま
で
人
の
法
、

つ
ま
り
法
の
支
配
に
し
た
が
っ
た
統
治
の
実
質
的
な
根
拠
と
し
て
見

出
す
点
で
当
時
の
支
配
層
に
お
い
て
異
彩
を
放
っ
て
い
た
。

し
た
が
っ
て
、
復
古
王
政
期
に
お
い
て
国
王
の
権
威
が
問
題
と
な

る
場
合
、
国
家
元
首
で
あ
る
国
王
が
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
と
ど
の
よ
う
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私
が
同
法
案
の
審
議
委
員
会
に
求
め
る
の
は
、
こ
の
法
案
が

い
か
な
る
聖
職
者
を
論
じ
て
い
る
の
か
と
い
う
問
い
で
あ
る
。

誰
の
た
め
に
そ
の
安
易
な
雄
弁
目
録
を
法
案
に
詰
め
込
も
う
と

し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
法
案
は
、
ダ
ビ
ッ
ト
の
末
裔
に

忠
実
な
ま
ま
王
国
の
栄
華
を
求
め
る
よ
り
も
、
苦
し
み
の
パ
ン

を
選
ん
だ
ユ
ダ
ヤ
教
の
聖
職
者
に
つ
い
て
論
じ
よ
う
と
し
た
の

だ
ろ
う
か
。
確
か
に
、
彼
ら
は
ご
く
わ
ず
か
で
あ
る
。
け
れ
ど

も
彼
ら
は
打
算
を
超
え
た
希
望
を
重
ん
じ
、（
カ
ト
リ
ッ
ク
教

会
の
司
祭
の
よ
う
に
）
公
共
の
困
窮

0

0

0

0

0

と
い
う
名
目
で
審
議
委
員

会
に
大
金
を
求
め
る
こ
と
は
し
な
い
。
こ
の
辛
抱
強
く
、
忠
実

な
神
の
民
（
ユ
ダ
ヤ
教
徒
の
こ
と
）
は
最
小
限
の
費
用
で
満
足

す
る
だ
ろ
う
。（
傍
点
は
訳
者
に
よ
る︶

16
︵

）

ブ
ニ
ョ
は
、
財
政
効
率
を
優
先
す
る
観
点
か
ら
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教

会
の
司
祭
た
ち
が
自
身
の
待
遇
改
善
の
た
め
に
国
家
に
大
金
を
要
求

す
る
態
度
と
は
対
照
的
な
、﹁
公
共
の
困
窮
﹂
を
共
有
す
る
ユ
ダ
ヤ

教
の
聖
職
者
と
そ
の
信
者
た
ち
の
市
民
的
な
態
度

0

0

0

0

0

0

を
注
視
し
た︶

17
︵

。
彼

に
よ
れ
ば
、
困
窮
の
問
題
は
公
共
の
事
柄
で
あ
る
。
そ
れ
は
﹁
棄
て

ら
れ
た
街
、
灰
に
な
っ
た
村
々
、
洞
窟
に
避
難
し
た
フ
ラ
ン
ス
人
、

服
を
持
た
な
い
子
供
た
ち︶

18
︵

﹂が
巻
き
込
ま
れ
た
度
重
な
る
戦
禍
の
後
、

フ
ラ
ン
ス
人
が
被
っ
た
飢
え
と
苦
し
み
で
あ
っ
た
。

な
ぜ
な
ら
ブ
ニ
ョ
に
と
っ
て
、
同
法
案
は
、
国
家
が
管
理
運
営
す

一
七
九
〇
年
に
制
定
さ
れ
た
聖
職
者
民
事
基
本
法
以
来
、
カ
ト

リ
ッ
ク
教
会
の
司
祭
は
、
政
府
の
も
と
に
あ
る
複
数
の
公
認
宗
教
の

官
吏
と
な
る
が
、﹁
教
会
の
長
女
﹂
と
い
わ
れ
た
フ
ラ
ン
ス
の
カ
ト

リ
シ
ズ
ム
は
、
洗
礼
と
死
、
婚
姻
、
典
礼
暦
な
ど
の
習
俗
や
民
衆
の

生
活
意
識
の
す
み
ず
み
に
至
る
ほ
ど
強
い
影
響
を
与
え
て
い
た
。
カ

ト
リ
ッ
ク
教
会
は
、
宗
教
的
・
道
徳
的
権
威
と
し
て
神
の
啓
示
と
福

音
を
独
占
し
よ
う
と
し
、
政
治
に
介
入
す
る
こ
と
も
た
め
ら
わ
な

か
っ
た︶

13
︵

。
そ
の
意
味
で
教
会
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
を
正
し
く
導
く
使

命
を
負
い
、
信
仰
を
同
じ
く
す
る
人
々
を
洩
れ
な
く
包
摂
し
、
生
活

を
統
制
す
る
制
度
と
し
て
の
性
格
を
持
つ
。

﹁
聖
職
者
の
待
遇
改
善
に
つ
い
て
の
法
案
﹂
は
、
宗
教
と
政
治
の

関
係
か
ら
理
解
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
、
モ
ン
テ
ス
キ
ウ
司
祭
に
代
表

さ
れ
る
ユ
ル
ト
ラ
派
は
、
国
王
の
権
威
と
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
と
の
関

係
に
沈
黙
す
る
ブ
ニ
ョ
と
は
対
照
的
に
、
社
会
秩
序
を
、
一
一
世
紀

以
来
の
王
座
と
祭
壇
の
結
合
、
い
わ
ば
教
権
的
君
主
政
の
秩
序︶

14
︵

と
し

て
再
定
義
し
、
フ
ラ
ン
ス
の
再
カ
ト
リ
ッ
ク
化
を
意
図
し
た︶

15
︵

。
彼
ら

は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
を
国
家
宗
教
と
規
定
す
る
﹃
憲
章
﹄
第
六
条
を

根
拠
に
し
て
、﹁
聖
職
者
の
待
遇
改
善
﹂
を
正
当
化
し
、
第
二
節
で

論
じ
る
涜
聖
処
罰
法
と
同
様
、
革
命
が
国
家
か
ら
引
き
離
し
た
国
王

の
権
威
と
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
を
ふ
た
た
び
国
家
に
結
び
つ
け
、
宗
教

的
権
威
を
回
復
し
よ
う
と
試
み
た
。

ブ
ニ
ョ
は
、﹁
聖
職
者
の
待
遇
改
善
に
つ
い
て
の
法
案
﹂
を
推
し

進
め
る
教
権
的
君
主
政
の
動
き
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
い
う
。
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け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
意
味
し
た
。
し
か
し
他
方
で
、
フ
ラ
ン
ス

人
の
礼
拝
は
、
も
は
や
国
家
か
ら
離
れ
る
こ
と
が
で
き
ず
、
全
面
的

に
自
由
で
は
な
い
。
立
憲
君
主
政
に
お
け
る
信
仰
の
自
由
は
、
神
と

い
っ
た
絶
対
的
な
存
在
で
は
な
く
、
人
間
の
側
に
あ
る
国
家
に
よ
っ

て
支
え
ら
れ
て
い
る
が
ゆ
え
に
、
フ
ラ
ン
ス
人
は
、
公
共
性
の
名
に

お
い
て
自
ら
の
信
仰
表
現
を
自
ら
の
意
志
で
規
制
す
る
こ
と
が
義
務

づ
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
ブ
ニ
ョ
に
と
っ
て
、
こ
の
自
己
規
制
の
規

範
が
一
人
ひ
と
り
に
あ
っ
て
こ
そ
、
諸
宗
教
は
王
政
が
復
古
し
た
後

も
等
し
く
国
家
の
行
政
的
な
管
理
の
下
で
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
っ
た
。

ル
イ
一
八
世
の
統
治
下
の
国
家
と
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
は
、
ブ
ニ
ョ

の
よ
う
な
立
憲
主
義
者
の
異
議
申
し
立
て
も
あ
っ
て
緊
張
関
係
を

保
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
シ
ャ
ル
ル
一
〇
世
の
治
世
に
な
る
と
事
態

が
変
化
し
た
。
そ
の
現
れ
と
な
る
出
来
事
が
一
八
二
五
年
の
涜
聖
処

罰
法
の
法
制
化
で
あ
る
。
次
節
で
は
、
冒
涜
の
刑
罰
化
を
め
ぐ
る
論

争
が
考
察
の
対
象
と
な
る
。

二　

�

聖
別
さ
れ
た
も
の
へ
の
冒
涜
（
シ
ャ
ル
ル
一
〇
世

の
治
世
）

前
節
で
は
、
国
王
の
権
威
の
検
討
を
通
じ
て
、
国
家
宗
教
の
下
で

認
め
ら
れ
る
信
仰
の
自
由
が
国
王
と
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
関
係
の
あ

り
方
に
依
存
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
一
言
で
い
え

ば
、
信
仰
の
自
由
は
、
世
俗
的
な
君
主
政
と
教
権
的
な
君
主
政
と
の

る
公
共
空
間
の
な
か
で
特
定
の
信
仰
―
―
フ
ラ
ン
ス
の
マ
ジ
ョ
リ

テ
ィ
が
信
じ
る
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
―
―
に
優
位
な
地
位
を
与
え
る
こ
と

で
、﹃
憲
章
﹄
第
五
条
が
保
証
す
る
礼
拝
の
自
由
を
脅
か
す
だ
け
で

は
な
く
、
国
家
の
存
続
に
と
っ
て
も
不
利
益
を
も
た
ら
す
か
ら
で

あ
っ
た
。
ブ
ニ
ョ
は
、
こ
の
聖
職
者
の
待
遇
改
善
に
つ
い
て
の
法
の

施
行
が
﹁
司
祭
の
破
産
を
防
ぐ
た
め
に
困
窮
す
る
フ
ラ
ン
ス
を
食
い

つ
ぶ
す
﹂
と
告
発
し
、
合
法
性
と
財
政
効
率
の
観
点
か
ら
聖
職
者
の

待
遇
改
善
に
反
対
し
た
。
い
わ
ば
、
彼
は
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
に
﹁
公

共
﹂
と
い
う
属
性
を
与
え
る
こ
と
を
拒
ん
だ
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
ブ
ニ
ョ
の
統
治
の
理
念
は
、
ユ
ル
ト
ラ
派
が
め
ざ
す

政
教
一
致
と
は
明
ら
か
に
異
な
る
。
彼
に
お
い
て
国
家
は
、カ
ト
リ
ッ

ク
教
会
と
い
う
伝
統
的
な
制
度
を
媒
介
し
て
神
的
啓
示
に
奉
仕
す
る

の
で
は
な
く
、
法
政
原
則
と
い
う
自
立
し
た
論
理
に
し
た
が
っ
て
統

治
す
る
一
方
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
は
、
国
家
が
公
認
す
る
宗
教
の
一

つ
と
し
て
国
政
の
枠
内
で
国
家
化
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
い
わ
ば
彼

は
、
コ
ン
コ
ル
ダ
ー
ト
（
一
八
〇
一
年
七
月
一
五
日
）
以
来
、
国
家

が
諸
宗
教
に
超
越
し
て
管
理
運
営
す
る
法
秩
序
で
公
に
認
め
る
礼
拝

の
自
由
を
継
承
し
保
持
し
よ
う
と
し
た︶

19
︵

。
彼
に
と
っ
て
、
フ
ラ
ン
ス

人
は
国
家
に
帰
属
す
る
の
で
あ
り
、
国
家
の
下
位
に
あ
る
中
間
集
団

と
し
て
の
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
に
帰
属
す
る
の
で
は
な
い
。
信
仰
に
つ

い
て
も
、
国
家
は
公
認
さ
れ
た
す
べ
て
の
礼
拝
を
保
障
す
る
が
、
同

時
に
す
べ
て
の
礼
拝
は
、
多
様
な
信
仰
を
持
つ
フ
ラ
ン
ス
人
た
ち
が

共
に
暮
ら
す
た
め
に
、
国
王
の
権
威
が
象
徴
す
る
公
共
性
に
適
わ
な
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そ
の
翌
月
、
シ
ャ
ル
ル
一
〇
世
は
、
ラ
ン
ス
の
大
聖
堂
で
聖
別
式

を
実
施
し
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
が
統
括
す
る
神
授
説
に
則
り
、
大
革

命
以
来
消
滅
し
て
い
た
瘰
癧
治
癒
の
儀
礼︶

23
︵

を
復
活
さ
せ
た
。
こ
の
儀

礼
は
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
一
〇
世
紀
ご
ろ
か
ら
は
じ
ま
り
、
一
三
世
紀

に
は
一
般
的
に
教
会
、
王
宮
あ
る
い
は
野
外
の
荘
厳
な
施
設
で
催

さ
れ
た
。
当
時
の
民
衆
の
な
か
に
は
、
神
の
名
に
よ
る
奇
跡
に
よ
っ

て
、
国
王
が
患
者
に
触
れ
る
と
瘰
癧
が
癒
え
る
と
信
じ
る
者
も
い
た

と
い
う
。

王
政
復
古
期
に
実
施
さ
れ
た
呪
術
的
儀
礼
は
、
国
王
の
権
威
の
世

俗
化
へ
の
反
作
用
、
い
わ
ば
王
座
と
祭
壇
が
融
合
す
る
典
型
的
な
中

世
的
秩
序
へ
の
回
帰
の
企
て
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
国
王
の

神
秘
へ
の
信
憑
性
は
、
超
自
然
的
な
天
の
恵
み
へ
の
信
仰
に
支
え
ら

れ
る
が
、
シ
ャ
ル
ル
一
〇
世
自
身
は
自
分
が
こ
の
呪
術
的
な
力
を
持

つ
と
確
信
し
て
い
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
り
、
彼
が
ラ
ン
ス
か
ら
パ
リ

に
戻
っ
た
際
の
人
々
の
反
応
も
ま
た
冷
や
や
か
で
あ
っ
た
と
い
わ

れ
る
。

こ
う
し
た
社
会
状
況
の
な
か
で
審
議
さ
れ
た
涜
聖
処
罰
法
の
法
案

に
は
、
シ
ャ
ル
ル
一
〇
世
の
治
世
に
お
け
る
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
の
感

性
が
次
の
よ
う
に
表
現
さ
れ
て
い
る
。

刑
法
は
、
不
敬
虔
な
悪
行
に
異
議
を
唱
え
る
ど
こ
ろ
か
、
反

対
に
こ
の
悪
行
を
放
置
し
、
重
要
な
宗
教
的
感
情
へ
の
侮
辱
を

助
長
さ
え
し
て
い
る
。
キ
リ
ス
ト
者
で
あ
り
同
時
に
政
治
家
で

間
で
揺
れ
動
い
て
い
た
。
国
王
を
尊
ぶ
こ
と
、
あ
る
い
は
国
王
が
信

じ
る
信
仰
を
尊
ぶ
こ
と
が
、
社
会
秩
序
を
安
定
し
、
政
策
に
信
憑
性

を
与
え
る
の
な
ら
ば
、
我
々
は
、
本
稿
の
問
い
で
あ
る
、
ど
の
よ
う

に
内
心
の
自
由
が
擁
護
さ
れ
る
の
か
を
考
察
す
る
た
め
に
、
人
々
の

信
条
や
道
徳
へ
と
分
析
の
視
角
を
変
え
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う︶

20
︵

。
そ

こ
で
本
節
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
に
焦
点
を
絞
り
、
フ

ラ
ン
ス
国
民
一
人
ひ
と
り
の
良
心
に
対
す
る
国
家
の
動
作
に
注
目
し

た
い
。
考
察
の
対
象
は
、
一
八
二
五
年
に
成
立
す
る
涜
聖
処
罰
法
を

支
持
す
る
ユ
ル
ト
ラ
派
と
そ
の
反
対
派
の
論
争
で
あ
る
。

一
八
二
四
年
九
月
の
ル
イ
一
八
世
の
死
去
に
よ
り
一
八
二
五
年
に

シ
ャ
ル
ル
一
〇
世
が
王
位
を
継
承
し
て
以
来
、
ユ
ル
ト
ラ
派
は
こ
れ

ま
で
の
慎
重
な
態
度
を
捨
て
、
露
骨
に
国
王
の
権
威
に
つ
い
て
の
宗

教
的
な
表
現
を
強
め
て
い
っ
た
。
そ
の
目
的
は
、
国
家
と
カ
ト
リ
ッ

ク
教
会
の
関
係
再
建
で
あ
っ
た︶

21
︵

。
彼
ら
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
権

威
が
世
俗
的
な
法
政
原
則
に
よ
っ
て
一
掃
さ
れ
る
こ
と
を
恐
れ
、﹃
憲

章
﹄
が
明
記
す
る
国
家
宗
教
の
名
に
お
い
て
﹁
国
民
の
習
俗
と
信
仰
﹂

を
引
き
締
め
よ
う
と
し
た
。
実
際
、
一
八
二
一
年
か
ら
一
八
二
四
年

ま
で
の
三
年
間
に
五
三
九
件
の
﹁
冒
涜
的
な
﹂
窃
盗
が
あ
り
、
こ
の

社
会
状
況
に
対
し
て
ユ
ル
ト
ラ
派
は
宗
教
的
・
道
徳
的
退
廃
を
声

高
に
主
張
し
て
い
た︶

22
︵

。
こ
う
し
た
な
か
、
シ
ャ
ル
ル
一
〇
世
は
、
ユ

ル
ト
ラ
派
の
首
領
と
し
て
半
数
以
上
が
亡
命
貴
族
で
あ
る
議
員
を
束

ね
、
一
八
二
五
年
四
月
に
﹁
亡
命
貴
族
の
一
〇
億
フ
ラ
ン
法
﹂
と
涜

聖
処
罰
法
を
成
立
さ
せ
た
。
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で
あ
っ
た
。
彼
の
表
現
に
よ
れ
ば
、﹁
精
神
的
で
感
性
的
、
そ
し
て

き
わ
め
て
カ
ト
リ
ッ
ク
的
な
こ
の
国
民
の
立
法
府︶

26
︵

﹂
と
相
容
れ
な
い

無
神
論
に
よ
る
法
政
原
則
は
す
べ
て
否
定
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
っ

た
。
彼
は
、﹁
社
会
生
活
の
規
範
と
し
て
の
宗
教
﹂
を
守
る
た
め
に
、

﹁
邪
な
者
に
は
最
大
の
恐
怖
を
、
人
民
に
は
正
統
な
畏
怖
を
印
象
づ

け
る
最
も
厳
し
い
刑
罰
で
（
冒
涜
者
を
）
処
罰
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
﹂
と
断
言
し
た︶

27
︵

。
同
法
案
の
支
持
者
に
と
っ
て
、冒
涜
の
罪
質
は
、

一
般
的
な
侮
辱
と
は
異
な
り
、
神
と
国
家
宗
教
に
対
す
る
罪
を
意
味

し
、
そ
の
法
益
は
、
立
法
に
よ
っ
て
神
を
尊
ぶ
キ
リ
ス
ト
者
の
秩
序

を
再
建
す
る
こ
と
に
あ
る
と
い
う
。

純
然
た
る
冒
涜
の
罪
を
犯
す
怒
り
狂
っ
た
者
は
、
ご
存
じ
の

よ
う
に
、
目
に
見
え
る
も
の
以
上
の
こ
と
を
信
じ
た
り
、
侮
辱

を
感
じ
た
り
、
心
が
傷
つ
く
こ
と
が
わ
か
ら
な
い
ゆ
え
に
、
聖

櫃
の
装
飾
や
祭
壇
の
大
理
石
よ
り
も
捧
げ
ら
れ
た
物
に
対
し
て

執
拗
に
襲
い
か
か
る
の
で
あ
る︶

28
︵

。

ボ
ナ
ル
ド
に
お
い
て
、
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
と
秩
序
の
尊
厳
は
不
可
分

で
あ
り︶

29
︵

、﹁
純
然
た
る
冒
涜
﹂
を
犯
し
た
無
信
仰
者
は
、秩
序
を
乱
す
、

共
同
性
な
き
悪
し
き
社
会
的
存
在
と
し
て
、
教
会
の
門
の
前
で
公
然

告
白
（
一
七
九
一
年
に
廃
止
さ
れ
た
ア
ン
シ
ャ
ン
・
レ
ジ
ー
ム
の
処

罰
）
を
さ
せ
た
後
に
死
刑
に
処
さ
れ
る
べ
き
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
の
伝
統
的
な
信
仰
心
が
衰
え
る
と
き
、

あ
る
あ
な
た
方
は
、
我
々
と
同
様
、
刑
法
の
沈
黙
あ
る
い
は
無

能
を
遺
憾
に
思
っ
て
い
る
。
あ
な
た
方
の
理
性
は
、
こ
の
不
完

全
な
法
に
憤
慨
し
て
い
る
。こ
の
説
明
不
可
能
な
怠
慢
こ
そ
が
、

社
会
を
汚
し
乱
す
最
も
重
大
な
加
害
行
為
へ
の
共
謀
な
の
で
あ

る
。（
⋮
）
寛
容
か
つ
宗
教
的
な
あ
な
た
方
の
魂
は
、
こ
の
法

律
（
涜
聖
処
罰
法
の
こ
と
）
を
制
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
責

め
を
負
う
者
へ
の
哀
れ
み
や
寛
大
な
感
情
を
強
め
る
こ
と
に
な

る
だ
ろ
う︶

24
︵

。

こ
の
法
案
に
よ
れ
ば
、
涜
聖
処
罰
法
の
法
制
化
は
、
信
心
深
き
キ

リ
ス
ト
者
で
あ
る
国
王
の
名
に
お
い
て
、
公
の
権
利
と
刑
罰
の
立
法

の
最
も
繊
細
な
問
題
を
解
決
す
る
と
記
さ
れ
て
い
る
。
司
法
は
、
刑

法
に
し
た
が
い
、
聖
器
の
盗
み
を
捜
査
し
起
訴
し
た
後
に
実
行
犯
を

処
罰
す
る
が
、
そ
の
罪
が
冒
涜
で
あ
る
か
ど
う
か
は
問
わ
な
い
。
し

か
し
、
涜
聖
処
罰
法
の
法
案
は
、
不
敬
虔
な
内
心
を
放
置
す
る
刑
法

を
﹁
不
完
全
な
立
法｣

と
し
て
批
判
し
、﹁
純
然
た
る
冒
涜
﹂
に
対

し
て
最
も
厳
格
な
刑
罰
―
―
死
刑
―
―
を
定
め
、
議
会
で
採
決
さ
れ

た︶
25
︵

。
で
は
、
ど
の
よ
う
な
論
争
が
展
開
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

二
‐
一　

ボ
ナ
ル
ド

ボ
ナ
ル
ド
は
、当
時
の
代
表
的
な
ユ
ル
ト
ラ
派
の
政
治
家
で
あ
る
。

彼
に
よ
れ
ば
、
刑
法
批
判
は
、
一
七
八
九
年
の
諸
原
理
に
し
た
が
う
、

帝
政
期
の
国
家
に
よ
る
世
俗
的
な
立
法
の
解
消
を
ね
ら
っ
た
も
の
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侵
害
し
、
人
間
性
さ
え
も
傷
つ
け
る
も
の
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て

彼
の
目
に
お
い
て
涜
聖
処
罰
法
は
、
神
あ
る
い
は
天
空
の
名
に
お
い

て
、
キ
リ
ス
ト
者
の
敬
神
の
気
質
さ
え
も
台
無
し
に
し
、
他
の
自
由

な
信
仰
者
ま
た
は
明
晰
な
論
理
を
持
つ
者
を
国
家
の
力
を
借
り
て
脅

迫
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

そ
れ
（
涜
聖
処
罰
法
の
こ
と
）
は
、
わ
れ
わ
れ
の
宗
教
の
根

本
的
な
ド
グ
マ
、
す
な
わ
ち
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
に
好
意
的
な
信
仰

告
白
で
あ
る
。
つ
ま
り
そ
れ
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
法
律
が
無
神
論

の
立
場
で
あ
る
こ
と
を
や
め
る
た
め
に
、
宗
教
を
法
律
の
文
言

に
刻
み
込
ま
せ
る
宣
言
な
の
で
あ
る︶

31
︵

。

こ
の
無
神
論
へ
の
評
価
に
つ
い
て
は
、
後
に
見
る
よ
う
に
ラ
ム
ネ

の
主
張
と
対
照
的
で
あ
る
。
シ
ャ
ト
ー
ブ
リ
ア
ン
に
よ
れ
ば
、
同
法

案
の
目
的
と
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
超
越
的
な
宗
教
的
権
威
を
、

﹃
憲
章
﹄
の
第
一
五
条
と
第
一
六
条
が
定
め
る
国
王
の
世
俗
的
な
立

法
権
に
よ
っ
て
示
し
、
実
定
法
と
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
の
ド
グ
マ
を
結
合

さ
せ
る
こ
と
に
あ
っ
た
。

二
‐
三　

コ
ン
ス
タ
ン

バ
ン
ジ
ャ
マ
ン
・
コ
ン
ス
タ
ン
は
、
シ
ャ
ト
ー
ブ
リ
ア
ン
と
は
異

な
る
立
場
か
ら
涜
聖
処
罰
法
に
含
ま
れ
た
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
の
ド
グ
マ

を
明
示
し
、
ボ
ナ
ル
ド
を
名
指
し
し
な
が
ら
、
同
法
案
を
宗
教
的
多

秩
序
が
乱
れ
る
と
い
う
ボ
ナ
ル
ド
の
主
張
は
、
社
会
の
世
俗
化
や
国

家
の
非
宗
教
化
、
さ
ら
に
そ
れ
ら
と
並
行
す
る
民
主
化
の
あ
ゆ
み
を

否
定
す
る
だ
け
で
な
く
、
公
共
空
間
の
異
教
徒
や
無
信
仰
者
、
さ
ら

に
は
理
神
論
者
・
不
可
知
論
者
の
よ
う
な
あ
ら
ゆ
る
信
仰
に
対
し
て

自
由
な
精
神
を
持
つ
者
た
ち
の
市
民
的
な
自
治
能
力
を
も
侮
辱
す
る

立
場
で
あ
っ
た
。

二
‐
二　

シ
ャ
ト
ー
ブ
リ
ア
ン

こ
の
ボ
ナ
ル
ド
の
主
張
に
対
し
て
シ
ャ
ト
ー
ブ
リ
ア
ン
は
、﹁
純

然
た
る
冒
涜
﹂は
な
い
と
主
張
し
た
。
彼
に
よ
れ
ば
、同
法
案
は
、﹁
純

然
た
る
冒
涜
﹂
を
宗
教
に
対
す
る
憎
し
み
と
軽
蔑
と
み
な
し
、
そ
の

動
機
に
よ
る
行
為
を
不
敬
行
為
と
定
義
し
た
が
、
こ
の
憎
し
み
と
軽

蔑
は
主
観
的
な
刑
罰
の
構
成
要
件
で
あ
り
、
判
事
に
恣
意
的
な
解
釈

の
余
地
を
許
す
と
批
判
し
た
。
し
か
も
こ
の
不
敬
行
為
は
、
そ
も
そ

も
条
文
化
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、
現
実
に
は
効
力
が
な

い
と
い
う
。
こ
の
論
点
は
後
に
見
る
ラ
ム
ネ
の
主
張
と
類
似
す
る
。

シ
ャ
ト
ー
ブ
リ
ア
ン
に
と
っ
て
、
当
時
の
社
会
に
﹁
国
家
宗
教
の

権
勢
と
威
厳
﹂（
ボ
ナ
ル
ド
の
表
現
に
よ
る
）
を
確
立
す
る
た
め
に

中
世
的
な
神
授
権
を
復
活
さ
せ
る
企
て
は
害
悪
で
あ
っ
た︶

30
︵

。
つ
ま
り

彼
に
お
い
て
同
法
案
は
明
ら
か
に
時
代
錯
誤
で
あ
り
、
聖
別
さ
れ
た

も
の
を
公
共
の
事
柄
と
し
て﹁
憎
む
べ
き
重
罪
の
憶
測
と
死
刑
制
度
﹂

の
恐
怖
に
よ
っ
て
諸
個
人
の
良
心
に
刻
み
込
ま
せ
よ
う
と
す
る
。
彼

に
と
っ
て
そ
れ
は
、﹃
憲
章
﹄
第
五
条
が
保
障
す
る
礼
拝
の
自
由
を
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心
に
あ
る
聖
性
を
守
る
た
め
に
、
聖
別
さ
れ
た
オ
ス
チ
ア
を
納
め
る

聖
器
の
窃
盗
に
対
し
、
刑
法
が
定
め
る
一
般
の
窃
盗
よ
り
も
重
い
刑

罰
を
課
し
て
い
る
。さ
ら
に
同
法
案
は
、カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
施
設
を
、

﹁
国
家
宗
教
に
捧
げ
ら
れ
た
建
造
物
﹂
と
し
て
、
刑
法
第
三
八
一
条
第

四
項
が
規
定
す
る
他
の
居
住
施
設
と
併
記
す
る
が
、
教
会
内
の
財
と

空
間
を
神
聖
化
し
、
手
厚
い
特
別
な
保
護
を
与
え
て
い
る
。

聖
別
さ
れ
た
オ
ス
チ
ア
は
、
キ
リ
ス
ト
教
の
聖
職
者
が
キ
リ
ス
ト

の
臨
在
を
キ
リ
ス
ト
者
の
感
性
に
訴
え
直
観
さ
せ
る
。
だ
が
、
コ
ン

ス
タ
ン
に
お
い
て
は
、
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
の
実
体
変
化
に
類
似
す
る
ル

タ
ー
派
の
ド
グ
マ
で
あ
る
両
体
共
存
（consubstantiation

）
は
、
涜

聖
処
罰
法
に
し
た
が
え
ば
、
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
に
お
い
て
聖
別
さ
れ
た

も
の
と
同
じ
様
に
は
保
護
さ
れ
な
い
。
彼
に
よ
れ
ば
、﹁
ル
タ
ー
派

の
神
秘
を
汚
す
者
は
、
た
だ
妨
害
者
と
し
て
の
み
罰
せ
ら
れ
る
が
、

カ
ト
リ
ッ
ク
の
神
秘
を
汚
す
者
は
冒
涜
者
と
し
て
罰
せ
ら
れ
る︶

33
︵

﹂。

な
ぜ
な
ら
、
ル
タ
ー
派
の
ド
グ
マ
に
よ
れ
ば
、
聖
別
さ
れ
た
オ
ス
チ

ア
は
、
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
と
は
違
っ
て
、
概
念
的
に
キ
リ
ス
ト
の
身
体

に
変
化
す
る
の
で
は
な
く
、
キ
リ
ス
ト
の
身
体
が
オ
ス
チ
ア
の
形
を

取
り
な
が
ら
、
パ
ン
の
実
在
と
共
に
キ
リ
ス
ト
が
現
実
に
お
い
て
臨

在
す
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
も
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
オ
ス
チ
ア
に
キ

リ
ス
ト
が
臨
在
す
る
時
間
は
限
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン

ト
に
お
い
て
は
、た
と
え
聖
器
に
オ
ス
チ
ア
が
収
め
ら
れ
て
い
て
も
、

窃
盗
の
時
機
に
よ
れ
ば
必
ず
し
も
キ
リ
ス
ト
が
オ
ス
チ
ア
に
臨
在
し

て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。つ
ま
り
、カ
ト
リ
シ
ズ
ム
の
聖
別
と
は
違
っ

元
主
義
の
立
場
か
ら
鋭
く
批
判
し
た
。
彼
は
、
迫
害
さ
れ
た
プ
ロ
テ

ス
タ
ン
ト
や
ユ
ダ
ヤ
教
徒
を
例
示
し
、
礼
拝
の
自
由
の
観
点
か
ら
カ

ト
リ
シ
ズ
ム
だ
け
を
特
別
に
保
護
す
る
こ
の
法
案
が
﹃
憲
章
﹄
第
五

条
と
矛
盾
す
る
と
次
の
よ
う
に
論
じ
る
。

冒
涜
と
は
何
か
。
神
そ
れ
自
体
へ
の
加
害
、
つ
ま
り
ロ
ー
マ

教
会
に
し
た
が
い
、
奇
跡
に
よ
っ
て
聖
別
さ
れ
た
オ
ス
チ
ア
に

閉
じ
込
め
ら
れ
た
神
へ
の
加
害
で
あ
る
。
法
案
に
よ
れ
ば
、
こ

の
奇
跡
を
信
じ
な
い
も
の
は
、
醜
悪
で
不
愉
快
な
重
罪
を
犯
し

て
い
る
と
み
な
さ
れ
る
。
し
か
し
、
実
際
に
は
こ
の
者
は
冒
涜

な
ど
犯
し
て
い
な
い︶

32
︵

。

コ
ン
ス
タ
ン
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
の
ド
グ
マ
が
実
体
変
化

（transsubstantiation

）
で
あ
る
と
明
言
す
る
。
こ
の
カ
ト
リ
ッ
ク
の

ド
グ
マ
に
よ
れ
ば
、
オ
ス
チ
ア
は
聖
別
さ
れ
る
と
、
パ
ン
の
外
観
を

残
し
つ
つ
概
念
に
お
い
て
キ
リ
ス
ト
の
身
体
に
変
化
す
る
。
教
会
で

行
わ
れ
る
こ
の
秘
蹟
は
、
神
秘
的
に
把
握
さ
れ
な
け
れ
ば
到
底
成
り

立
つ
も
の
で
は
な
い
。
つ
ま
り
、こ
の
聖
別
さ
れ
た
オ
ス
チ
ア
と
は
、

超
自
然
的
な
も
の
、
あ
る
い
は
超
現
実
的
な
も
の
と
聖
職
者
と
の
呪

術
的
な
交
渉
の
結
果
で
あ
り
、
い
わ
ば
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
施
設
内

で
為
さ
れ
る
奇
跡
で
あ
る
。
こ
の
心
理
作
用
に
は
、
フ
ラ
ン
ス
国
王

が
な
す
と
信
じ
ら
れ
た
瘰
癧
治
療
と
同
じ
神
秘
性
が
あ
る
。

涜
聖
処
罰
法
の
法
案
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
信
仰
者
の
宗
教
生
活
の
中
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お
い
て
は
、
フ
ラ
ン
ス
人
が
全
員
一
致
し
て
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
の
ド
グ

マ
を
尊
重
す
る
こ
と
が
秩
序
の
安
寧
と
平
和
の
条
件
と
み
な
さ
れ
た

か
ら
で
あ
っ
た
。

二
‐
四　

ラ
ム
ネ

ラ
ム
ネ
は
、
ユ
ル
ト
ラ
派
が
法
制
化
を
試
み
る
涜
聖
処
罰
法
を
、

次
の
よ
う
に
皮
肉
を
込
め
て
批
判
し
た
。

も
し
、
厳
し
く
処
罰
で
き
な
い
こ
と
が
確
か
で
あ
る
の
に
冒

涜
を
恐
れ
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
の
な
ら
、
そ
し
て
熱
心
な
宗

教
心
が
神
な
き
政
治
原
則
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
な
ら
、

こ
の
法
案
は
ま
さ
に
完
璧
な
も
の
と
な
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
ぐ
ら

い
こ
の
法
は
夢
想
的
で
無
神
論
的
で
あ
る︶

36
︵

。

涜
聖
処
罰
法
に
対
す
る
ラ
ム
ネ
の
立
場
は
、
神
殺
し
や
国
王
へ
の

大
逆
、
尊
属
殺
人
を
法
制
化
し
な
い
国
家
の
立
法
機
能
を
無
用
と
見

る
ボ
ナ
ル
ド
の
立
場
よ
り
も
徹
底
し
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
彼
に
よ
れ

ば
、
非
宗
教
的
な
制
度
を
基
礎
づ
け
る
実
定
法
で
は
カ
ト
リ
ッ
ク
教

徒
の
敬
虔
な
信
仰
を
保
障
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。
彼

に
と
っ
て
、
涜
聖
処
罰
法
の
第
三
条
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
れ
ば
、

キ
リ
ス
ト
の
犠
牲
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
習
俗
か
ら
ほ
ど
遠
い
宗
教
儀
礼
、

い
わ
ば
形
式
的
な
セ
レ
モ
ニ
ー
に
還
元
さ
れ
る
。
だ
が
そ
れ
だ
け
で

は
な
い
。
彼
の
教
権
主
義
の
立
場
に
お
い
て
、
国
家
が
カ
ト
リ
シ

て
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
に
と
っ
て
夜
中
の
聖
器
の
窃
盗
は
冒
涜
で
は

な
い
の
で
あ
る
。

プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
立
場
か
ら
コ
ン
ス
タ
ン
は
、
同
法
案
に
、
不

公
正
と
宗
教
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
に
対
す
る
排
除
の
論
理
を
見
出
し
た
。

な
ぜ
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
と
ル
タ
ー
派
の
ド
グ
マ
へ
の
扱
い
は
こ

の
よ
う
に
違
う
の
だ
ろ
う
か
。

そ
れ
は
あ
な
た
方
（
涜
聖
処
罰
法
の
立
法
者
と
支
持
者
の
こ

と
）
の
ね
ら
い
が
特
殊
な
ド
グ
マ
の
保
護
で
は
な
く
、
あ
る
特

定
の
信
教
だ
け
に
特
権
を
与
え
る
こ
と
に
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

（
⋮
）
も
う
一
度
、
よ
く
考
え
て
い
た
だ
き
た
い
。
こ
の
法

案
が
冒
涜
に
対
す
る
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
の
憤
激
を
招
き
、
神
殺

し
さ
え
も
宣
告
す
る
よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
と
い
う
予
見
は
、
聖

別
さ
れ
た
オ
ス
チ
ア
が
汚
さ
れ
る
度
ご
と
に
、
ユ
ダ
ヤ
教
徒 

―
― 

彼
ら
は
こ
の
オ
ス
チ
ア
の
聖
性
を
信
じ
な
い 
―
― 

が
キ

リ
ス
ト
を
襲
お
う
と
し
た
こ
と
で
起
訴
さ
れ
た
野
蛮
な
時
代
を

容
易
に
想
起
さ
せ
る
の
で
あ
る︶

34
︵

。

彼
は
、
国
家
宗
教
に
対
す
る
不
敬
行
為
へ
の
処
罰
が
、
冒
涜
的
発

言
へ
の
取
締
り
を
経
て
、
異
端
の
排
除
へ
と
至
る
と
警
告
し
、﹁
フ

ラ
ン
ス
人
の
普
遍
性︶

35
︵

﹂（
コ
ン
ス
タ
ン
の
表
現
に
よ
る
）
に
対
し
て

生
じ
た
反
作
用
に
抵
抗
し
た
の
で
あ
っ
た
。
彼
に
よ
れ
ば
、
国
王
の

権
威
と
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
が
緊
密
に
結
び
つ
い
た
教
権
的
君
主
政
に
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＝
ク
ロ
ー
ド
・
ブ
ニ
ョ
は
、
王
政
復
古
に
あ
っ
て
も
、
革
命
の
諸
原

理
の
継
続
が
フ
ラ
ン
ス
を
復
興
す
る
活
路
で
あ
る
と
認
め
、
法
の
支

配
を
重
視
し
た
。
ル
イ
一
八
世
の
治
世
下
の
ユ
ル
ト
ラ
派
へ
の
彼
の

異
議
申
し
立
て
は
、
意
見
を
表
明
す
る
自
由
と
、
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
が

自
ら
の
信
仰
を
実
践
す
る
自
由
を
保
障
し
、
帝
政
期
の
公
認
宗
教
シ

ス
テ
ム
の
持
続
可
能
性
を
示
し
た
。
し
か
し
、
シ
ャ
ル
ル
一
〇
世
の

治
世
に
な
る
と
、
国
王
の
権
威
に
依
存
す
る
国
家
の
役
割
は
、
立
憲

的
な
君
主
政
か
ら
教
権
的
な
君
主
政
へ
、
つ
ま
り
国
家
と
カ
ト
リ
ッ

ク
教
会
が
密
接
に
結
び
つ
く
君
主
政
へ
と
横
滑
り
し
、
カ
ト
リ
ッ
ク

教
会
の
特
権
層
に
浸
食
さ
れ
は
じ
め
た
。

一
八
二
五
年
の
涜
聖
処
罰
法
の
法
制
化
に
見
ら
れ
た
よ
う
に
、
教

権
的
な
君
主
政
で
は
、
実
体
変
化
と
い
う
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
の
ド
グ
マ

が
公
共
の
事
柄
と
し
て
実
定
法
に
定
め
ら
れ
た
。
こ
の
法
制
化
は
、

カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
が
公
認
宗
教
の
枠
組
み
か
ら
逸
脱
せ
ず
に
、
象
徴

的
に
そ
の
枠
組
み
か
ら
逃
れ
、
涜
聖
処
罰
法
に
よ
っ
て
フ
ラ
ン
ス
人

の
感
性
に
罪
悪
感
を
刻
み
込
む
こ
と
で
国
家
宗
教
と
い
う
ゆ
る
ぎ
な

い
特
権
的
な
地
位
を
確
立
す
る
こ
と
を
ね
ら
っ
て
い
た︶

38
︵

。
い
わ
ば
、

こ
の
冒
涜
の
刑
罰
化
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
を
、
フ
ラ
ン
ス
の
習
俗

を
再
生
さ
せ
る
公
共
の
制
度
へ
と
転
換
さ
せ
よ
う
と
す
る
企
図
で

あ
っ
た
と
定
義
で
き
る
。
こ
の
法
制
化
以
来
、
冒
涜
の
概
念
は
、
私

的
な
内
心
の
問
題
か
ら
公
的
な
政
治
問
題
へ
と
変
容
し
た
と
い
え
よ

う
。
こ
の
意
味
で
、議
会
の
多
数
派
が
承
認
し
た
冒
涜
の
刑
罰
化
は
、

一
九
世
紀
に
お
け
る
統
治
の
技
法
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
復
古
王
政
期

ズ
ム
の
聖
性
を
実
定
法
に
よ
っ
て
保
障
す
る
よ
う
に
な
れ
ば
な
る
ほ

ど
、神
の
絶
対
性
は
損
な
わ
れ
、そ
の
結
果
、信
仰
も
不
可
能
と
な
る
。

し
た
が
っ
て
彼
に
お
い
て
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
教
義
が
実
定
法
の

文
言
に
持
ち
込
ま
れ
る
こ
と
は
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
。

こ
の
ラ
ム
ネ
の
批
判
は
、
神
学
の
立
場
か
ら
為
さ
れ
た
も
の
で
あ

り
、
大
革
命
以
来
の
無
神
論
的
な
国
家
権
力
か
ら
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会

を
解
放
す
る
こ
と
を
ね
ら
っ
た
教
権
派
の
主
張
で
あ
っ
た
。
ラ
ム
ネ

は
、涜
聖
処
罰
法
の
な
か
に
埋
め
込
ま
れ
た
革
命
の
遺
産
を
看
取
し
、

ボ
ナ
ル
ド
の
主
張
よ
り
も
過
激
に
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
を
展
開
し
、
革
命

を
否
定
し
た
。
な
ぜ
な
ら
彼
に
お
い
て
、
国
家
は
も
は
や
神
の
下
に

な
い
。
し
か
も
そ
の
う
え
、
復
古
王
政
の
も
と
で
あ
っ
て
も
宗
教
が

国
家
の
本
質
的
な
部
分
を
担
う
こ
と
が
で
き
な
い
の
は
、
ほ
か
な
ら

ぬ
人
間
自
身
が
内
心
の
自
由
を
実
現
す
る
た
め
に
非
宗
教
的
な
法
政

原
則
を
生
み
出
し
、
そ
れ
を
国
家
に
託
す
革
命
を
持
続
さ
せ
て
い
る

か
ら
で
あ
っ
た︶

37
︵

。

お
わ
り
に

本
稿
は
、
復
古
王
政
期
を
ル
イ
一
八
世
の
治
世
と
シ
ャ
ル
ル
一
〇

世
の
治
世
に
区
分
し
、
国
王
の
権
威
と
、
聖
別
さ
れ
た
も
の
に
対
す

る
冒
涜
に
焦
点
を
当
て
、
一
九
世
紀
の
宗
教
と
政
治
の
関
係
を
検
討

し
た
。

一
八
一
四
年
の
﹃
憲
章
﹄
の
起
草
者
の
一
人
で
あ
っ
た
ジ
ャ
ッ
ク
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第
二
条
： 

宗
教
お
よ
び
聖
器
あ
る
い
は
聖
別
さ
れ
た
オ
ス
チ
ア
へ
の
憎
し
み

あ
る
い
は
軽
蔑
に
よ
っ
て
、
意
図
的
に
犯
し
た
す
べ
て
の
暴
力
行

為
は
不
敬
と
宣
告
さ
れ
る
。

　

第
三
条
： 

聖
別
さ
れ
た
オ
ス
チ
ア
が
聖
櫃
に
配
置
さ
れ
、
あ
る
い
は
聖
体
顕

示
台
に
提
示
さ
れ
、
司
祭
が
聖
体
拝
領
を
行
う
と
き
、
病
人
に
臨

終
の
聖
体
拝
領
を
与
え
る
と
き
、
聖
別
さ
れ
た
オ
ス
チ
ア
の
奉
納

に
は
法
的
根
拠
が
あ
る
。

　
　
　
　
　

 　

重
罪
の
際
、
宗
教
の
儀
式
に
用
い
ら
れ
る
聖
体
器
や
聖
体
顕
示

台
、
聖
体
皿
、
聖
杯
の
奉
納
に
は
法
的
根
拠
が
あ
る
。

　
　
　
　
　

 　

同
様
に
、
教
会
あ
る
い
は
聖
具
納
室
の
聖
櫃
に
収
納
さ
れ
た
聖

体
器
、
聖
体
顕
示
台
の
奉
納
に
は
法
的
根
拠
が
あ
る
。

　

第
四
条
： 

聖
器
へ
の
不
敬
が
以
下
の
二
つ
の
状
況
で
犯
さ
れ
た
場
合
、
死
刑

に
処
さ
れ
る
。

　
　
　
　

第
一
項　

 

重
罪
の
際
、
聖
器
が
聖
別
さ
れ
た
オ
ス
チ
ア
を
収
納
し
て

い
る
場
合

　
　
　
　

第
二
項　

 

不
敬
が
公
に
犯
さ
れ
た
場
合
、
そ
れ
が
複
数
の
人
々
が
い

る
公
共
の
場
で
犯
さ
れ
た
場
合

　

第
五
条
： 

聖
器
へ
の
不
敬
が
上
記
の
状
況
の
う
ち
一
つ
の
状
況
を
伴
う
場
合
、

無
期
懲
役
に
処
さ
れ
る
。

　

第
六
条
： 

聖
別
さ
れ
た
オ
ス
チ
ア
へ
の
不
敬
が
公
に
犯
さ
れ
た
場
合
、
死
刑

に
処
さ
れ
る
。
犯
行
が
犯
さ
れ
た
場
所
、
あ
る
い
は
重
罪
院
の
設

置
さ
れ
た
場
所
の
主
要
な
教
会
の
前
で
受
刑
者
が
公
然
告
白
を

行
っ
た
後
に
刑
が
処
さ
れ
る
。

第
二
章　

冒
涜
的
な
窃
盗
に
つ
い
て

　

第
七
条
： 

カ
ト
リ
ッ
ク
、
使
徒
的
お
よ
び
ロ
ー
マ
の
宗
教
の
礼
拝
に
捧
げ
ら

れ
た
建
造
物
は
、
刑
法
第
三
八
一
条
が
明
記
す
る
建
造
物
に
含
ま

で
は
、
公
共
の
事
柄
を
守
る
と
い
う
名
目
の
も
と
、
諸
個
人
の
良
心

に
干
渉
す
る
こ
と
が
国
家
の
役
割
と
し
て
合
法
的
に
正
統
化
さ
れ
た

の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、我
々
が
こ
こ
で
注
意
す
べ
き
こ
と
は
、

教
権
的
な
君
主
政
下
の
宗
教
と
政
治
の
結
び
つ
き
が
公
共
空
間
に
お

い
て
意
味
を
な
す
の
は
、
聖
別
が
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
な
か
で
宗
教

儀
礼
に
則
り
荘
厳
に
為
さ
れ
る
だ
け
で
は
な
く
、
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
が

聖
別
さ
れ
た
も
の
を
尊
び
、
何
者
か
が
そ
れ
を
冒
涜
し
た
と
き
に
、

マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
が
そ
の
者
を
、
中
世
を
模
し
た
秩
序
か
ら
逸
脱
し
た

行
為
者
と
し
て
独
善
的
に
制
裁
し
よ
う
と
す
る
か
ら
で
あ
る
。
教
権

的
な
君
主
政
は
、
国
家
宗
教
と
信
仰
の
自
由
が
共
に
﹃
憲
章
﹄
に
定

め
ら
れ
る
と
い
う
論
理
矛
盾
に
由
来
す
る
、
世
俗
化
に
対
す
る
反
作

用
の
結
果
で
あ
っ
た
が
、
良
心
の
自
由
を
人
間
の
権
利
と
し
て
主
張

す
る
思
潮
を
押
し
止
め
る
こ
と
が
で
き
ず
、
涜
聖
処
罰
法
が
制
定
さ

れ
た
五
年
後
に
崩
壊
し
た
の
で
あ
っ
た
。

史
料

涜
聖
処
罰
法
（
一
八
二
五
年
四
月
二
〇
日︶

39
︵

）

　

建
造
物
内
あ
る
い
は
、
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
お
よ
び
フ
ラ
ン
ス
で
法
的
に
建
設
さ

れ
た
他
の
信
仰
に
さ
さ
げ
ら
れ
た
物
に
対
し
て
実
行
さ
れ
た
重
罪
お
よ
び
不

法
行
為
を
抑
制
す
る
た
め
の
一
八
二
五
年
四
月
二
〇
日
法
。

第
一
章　

冒
涜
に
つ
い
て

　

第
一
条
： 

聖
器
や
聖
別
さ
れ
た
オ
ス
チ
ア
へ
の
不
敬
は
冒
涜
と
い
う
重
罪
で

あ
る
。
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行
為

　

第
一
二
条
： 

そ
の
窃
盗
が
、
国
家
宗
教
に
捧
げ
ら
れ
た
建
造
物
内
で
二
人
あ

る
い
は
複
数
に
よ
っ
て
深
夜
に
犯
さ
れ
た
場
合
、
窃
盗
で
有
罪

と
宣
告
さ
れ
た
す
べ
て
の
者
は
、
禁
錮
重
労
働
に
処
さ
れ
る
。

　

第
一
三
条
： 

国
家
宗
教
の
礼
拝
に
捧
げ
ら
れ
た
建
造
物
の
外
に
お
い
て
も
、

騒
擾
あ
る
い
は
騒
乱
を
為
し
た
者
が
宗
教
儀
式
を
遅
滞
、
中
断

あ
る
い
は
妨
害
し
た
場
合
、
そ
の
者
は
一
六
か
ら
三
〇
〇
フ
ラ

ン
の
罰
金
刑
と
六
日
か
ら
三
个
月
の
禁
錮
刑
に
処
さ
れ
る
。

　

第
一
四
条
： 

刑
法
第
二
五
七
条
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
た
場
合
、
破
壊
さ
れ
、

打
ち
倒
さ
れ
、
毀
損
さ
れ
、
あ
る
い
は
破
損
さ
れ
た
モ
ニ
ュ
メ

ン
ト
や
彫
像
、
他
の
物
が
国
家
宗
教
に
捧
げ
ら
れ
て
い
た
場
合
、

犯
行
者
は
、
六
个
月
か
ら
二
年
の
禁
錮
刑
お
よ
び
二
〇
〇
か
ら

二
〇
〇
〇
フ
ラ
ン
の
罰
金
刑
に
処
さ
れ
る
。
こ
の
不
法
行
為
が

国
家
宗
教
に
捧
げ
ら
れ
た
建
造
物
の
な
か
で
為
さ
れ
た
場
合
、

刑
罰
は
一
年
か
ら
五
年
の
禁
錮
刑
お
よ
び
一
〇
〇
〇
フ
ラ
ン
か

ら
五
〇
〇
〇
〇
フ
ラ
ン
の
罰
金
刑
に
な
る
。

　

第
一
五
条
： 

刑
法
第
四
六
三
条
は
、
本
法
律
の
第
一
二
条
、
第
一
三
条
、
第

一
四
条
が
定
め
る
不
法
行
為
に
は
適
用
さ
れ
な
い
。

　
　
　
　
　
　

 　

同
条
文
は
、
そ
れ
ら
不
法
行
為
が
国
家
宗
教
に
捧
げ
ら
れ
た

建
造
物
で
犯
さ
れ
た
場
合
、
刑
法
第
四
〇
一
条
に
定
め
ら
れ
た

不
法
行
為
に
も
適
用
さ
れ
な
い
。

第
四
章　

一
般
条
項

　

第
一
六
条
： 

本
法
律
の
第
七
、八
、九
、一
〇
、一
一
、一
二
、一
三
、一
四
、一
五

の
条
文
は
、
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
合
法
的
に
確
立
し
た
信
仰
に

捧
げ
ら
れ
た
建
造
物
で
犯
さ
れ
た
重
罪
と
不
法
行
為
に
適
用
さ

れ
る
。

れ
る
。

　
　
　
　
　

 　

し
た
が
っ
て
、
窃
盗
が
刑
法
第
三
八
一
条
に
規
定
さ
れ
た
他
の

条
件
を
備
え
、
こ
う
し
た
建
造
物
内
で
犯
さ
れ
た
窃
盗
で
有
罪
と

宣
言
さ
れ
た
者
は
死
刑
に
処
さ
れ
る
。

　

第
八
条
： 

聖
櫃
へ
の
押
し
込
み
強
盗
が
あ
る
か
否
か
に
関
わ
ら
ず
、
そ
こ
に

収
納
さ
れ
た
聖
器
の
窃
盗
で
有
罪
と
宣
告
さ
れ
た
者
は
無
期
懲
役

に
処
さ
れ
る
。

　

第
九
条
： 

以
下
の
窃
盗
は
同
様
の
刑
罰
に
処
さ
れ
る
。

　
　
　
　

第
一
項　

 

上
記
に
規
定
さ
れ
た
条
件
が
な
く
と
も
、
刑
法
第
三
八
一

条
に
定
め
ら
れ
た
五
つ
の
状
況
の
う
ち
二
つ
に
該
当
し
、

国
家
宗
教
の
礼
拝
に
捧
げ
ら
れ
た
建
造
物
内
で
犯
さ
れ
た

聖
器
の
窃
盗
で
あ
る
場
合

　
　
　
　

第
二
項　

 

暴
力
を
用
い
、
か
つ
前
記
条
文
で
明
記
さ
れ
た
状
況
の
は

じ
め
の
四
つ
の
う
ち
二
つ
に
該
当
す
る
同
建
造
物
内
で
犯

さ
れ
た
す
べ
て
の
他
の
窃
盗
の
場
合

　

第
一
〇
条
： 

そ
の
窃
盗
が
、
刑
法
第
三
八
一
条
に
含
ま
れ
た
条
件
を
全
く
備

え
な
く
と
も
、
国
家
宗
教
に
捧
げ
ら
れ
た
建
造
物
内
で
犯
さ
れ

た
場
合
、
聖
器
の
窃
盗
で
有
罪
と
宣
告
さ
れ
た
す
べ
て
の
者
は

有
期
懲
役
に
処
さ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　

 　

同
様
の
場
合
に
お
い
て
、
同
じ
く
宗
教
の
儀
式
の
称
揚
の
た

め
の
他
の
物
に
対
す
る
窃
盗
で
有
罪
と
宣
告
さ
れ
た
す
べ
て
の

者
は
禁
錮
重
労
働
に
処
さ
れ
る
。

　

第
一
一
条
： 

そ
の
窃
盗
が
、
国
家
宗
教
に
捧
げ
ら
れ
た
建
造
物
内
で
二
人
あ

る
い
は
複
数
に
よ
っ
て
深
夜
に
犯
さ
れ
た
場
合
、
窃
盗
で
有
罪

と
宣
告
さ
れ
た
す
べ
て
の
者
は
、
禁
錮
重
労
働
に
処
さ
れ
る
。

第
三
章　

 

教
会
内
の
不
法
行
為
、
あ
る
い
は
宗
教
に
捧
げ
ら
れ
た
物
へ
の
不
法
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施
さ
れ
る
。

　
　

第
一
六
条
： 

国
王
が
法
案
を
提
出
す
る
。

　
　
　
（
中
略
）

国
家
が
保
障
す
る
個
別
的
な
権
利

　
　

第
六
九
条
： 

兵
役
を
務
め
る
現
役
の
兵
士
、
将
校
、
退
役
軍
人
、
寡
婦
、

年
金
受
給
者
は
、
階
級
、
名
誉
、
手
当
て
が
保
障
さ
れ
る
。

　
　

第
七
〇
条
： 

国
債
は
保
障
さ
れ
る
。
国
家
に
よ
っ
て
債
権
者
と
共
に
な
さ

れ
た
資
金
投
下
の
係
争
は
不
可
侵
で
あ
る
。

　
　

第
七
一
条
： 

古
い
貴
族
は
称
号
を
再
獲
得
す
る
。
新
し
い
貴
族
は
そ
の
称

号
を
保
持
す
る
。
国
王
が
随
意
に
貴
族
を
作
り
出
す
が
、
そ

れ
に
は
一
切
の
社
会
へ
の
責
任
と
義
務
へ
の
免
除
は
な
く
、

家
柄
と
名
誉
に
見
合
う
と
き
だ
け
に
限
る
。

　
　

第
七
二
条
： 

レ
ジ
オ
ン
・
ド
ヌ
ー
ル
勲
章
は
維
持
さ
れ
る
。
国
王
が
内
規

と
装
飾
を
決
定
す
る
。

刑
法
（
一
八
一
〇
年︶

41
︵

）

　

第
三
八
一
条
： 

次
の
五
つ
の
条
件
の
す
べ
て
と
共
に
為
さ
れ
た
行
為
に
お
い

て
窃
盗
罪
と
宣
告
さ
れ
た
者
は
、
死
刑
に
処
さ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　

第
一
項
：  

窃
盗
が
深
夜
に
実
行
さ
れ
た
場
合

　
　
　
　
　
　

第
二
項
：  

窃
盗
が
二
人
あ
る
い
は
複
数
で
実
行
さ
れ
た
場
合

　
　
　
　
　
　

第
三
項
：  

犯
行
者
の
す
べ
て
あ
る
い
は
そ
の
内
の
一
人
が
明
示

的
あ
る
い
は
隠
蔽
し
て
武
器
を
携
帯
し
て
い
た
場
合

　
　
　
　
　
　

第
四
項
： 

犯
行
者
が
、
不
法
侵
入
、
家
宅
侵
入
、
合
鍵
を
用
い

て
家
屋
、
ア
パ
ル
ト
マ
ン
、
居
住
の
た
め
の
部
屋
や

宿
泊
施
設
で
重
罪
を
犯
し
た
場
合
、
あ
る
い
は
、
官

吏
や
警
官
、
軍
人
の
制
服
を
身
に
着
け
、
そ
の
地
位

　

第
一
七
条
： 

本
法
律
に
お
い
て
改
変
さ
れ
な
い
条
項
は
継
続
さ
れ
る
。

﹃
憲
章
﹄(
一
八
一
四
年︶

40
︵

)

　

フ
ラ
ン
ス
国
民
の
公
的
権
利

　
　

第
一
条
： 
フ
ラ
ン
ス
国
民
は
、
い
か
な
る
称
号
や
家
柄
で
あ
っ
て
も
法
の

前
に
平
等
で
あ
る
。

　
　

第
二
条
： 

彼
ら
は
、
彼
の
財
産
の
比
率
に
応
じ
て
一
様
に
国
家
の
責
務
に

貢
献
す
る
。

　
　

第
三
条
： 

彼
ら
は
、
ま
っ
た
く
公
平
に
軍
事
的
、
文
民
的
な
職
に
就
く
こ

と
が
で
き
る
。

　
　

第
四
条
： 

彼
ら
の
個
人
的
な
自
由
は
、
同
様
に
保
障
さ
れ
、
い
か
な
る
者

で
あ
っ
て
も
法
が
定
め
た
事
例
と
形
式
に
お
い
て
し
か
訴
追
も

検
挙
も
さ
れ
え
な
い
。

　
　

第
五
条
： 

そ
れ
ぞ
れ
は
平
等
な
自
由
と
と
も
に
自
ら
の
信
仰
を
表
明
し
、

自
ら
の
礼
拝
の
た
め
に
同
じ
保
護
を
得
る
。

　
　

第
六
条
： 

し
か
し
な
が
ら
カ
ト
リ
ッ
ク
、
使
徒
的
お
よ
び
ロ
ー
マ
の
宗
教

は
国
家
宗
教
で
あ
る
。

　
　
　
（
中
略
）

国
王
の
統
治
形
態

　
　

第
一
三
条
： 

国
王
の
人
格
は
、
不
可
侵
か
つ
神
聖
で
あ
る
。
国
王
の
内
閣

が
そ
の
責
任
を
持
つ
。
行
政
権
は
国
王
の
み
に
帰
属
す
る
。

　
　

第
一
四
条
： 

国
王
は
、
国
家
の
元
首
で
あ
り
、
陸
海
軍
を
指
揮
し
、
戦
争

を
宣
言
し
、
和
平
、
同
盟
、
通
商
条
約
を
締
結
し
、
公
的
行

政
の
す
べ
て
の
役
職
を
任
命
し
、
法
の
施
行
と
国
家
の
保
障

の
た
め
に
必
要
な
命
令
や
勅
令
を
発
す
る
。

　
　

第
一
五
条
： 

立
法
権
は
、
集
合
的
に
国
王
、
貴
族
院
、
下
院
に
よ
っ
て
実
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の
訳
語
を
用
い
る
。
小
山
勉
﹁
初
期
ト
ッ
ク
ヴ
ィ
ル
の
知
的
形
成
と
そ
の

同
時
代
的
背
景
―
―
一
八
〇
五
年
か
ら
一
八
三
一
年
ま
で
―
―
﹂（﹃
法
政

理
論
﹄
第
一
二
巻
第
三
号
、
一
九
八
〇
年
、
三
二
―
三
八
頁
）
が
当
時
の

議
論
の
状
況
を
叙
述
す
る
。

（
3
） M

ax W
eber, « Les voies du salut-délivrance » (1910-1913), in 

Sociologie des religions, Paris, G
allim

ard, 1996, p. 178-180

を
参
照
。

（
4
） 

本
稿
は
、
二
〇
一
〇
年
一
一
月
か
ら
二
〇
一
六
年
一
〇
月
に
か
け
て
の
研
究

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（D

es religions d ՚État au X
IX

e siècle: étude com
parative 

des politiques religieuses des m
onarchies constitutionnelles en France 

(1814-1830) et au Japon(1868-1912), G
roupe Sociétés, R

eligions, 
Laïcités

（G
SR

L,C
N

R
S-EPH

E

）
の
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
筆
者
は
、

次
に
示
し
た
学
会
や
研
究
会
で
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
日
本
政
治

学
会
二
〇
一
二
年
度
研
究
大
会
（
二
〇
一
二
年
一
〇
月
七
日
、
九
州
大

学
）、
基
盤
研
究
Ｃ
﹃
一
八
・
一
九
世
紀
に
お
け
る
﹁
習
俗
﹂
の
概
念
と
公

共
空
間
の
変
容
：
劇
場
・
都
市
・
共
和
国
﹄（
研
究
代
表
：
富
永
茂
樹
、

二
〇
一
七
年
七
月
三
日
、
楽
友
会
館
）、
関
西
フ
ラ
ン
ス
史
研
究
会
例
会

（
二
〇
一
九
年
一
〇
月
五
日
、
キ
ャ
ン
パ
ス
プ
ラ
ザ
京
都
）。
こ
の
場
を
借

り
て
分
科
会
お
よ
び
研
究
会
の
運
営
者
と
会
場
で
コ
メ
ン
ト
を
く
だ
さ
っ

た
方
々
に
お
礼
申
し
上
げ
た
い
。

（
5
） Pierre R

osanvallon,  La m
onarchie im

possible. Les C
hartes de 1814 

et de 1830, Paris, Fayard, « H
istoire des constitutions de la France », 

1994, p. 17 et 159-160.
（
6
） Jacques-C

laude B
eugnot, M

ém
oires du com

te Beugnot,1779-1815, 
Paris, H

achette, 1959, p. 247-248.

（
7
） 
ブ
ニ
ョ
に
つ
い
て
は
、Jacques-Claude Beugnot, M

ém
oires du com

te 
Beugnot, 1779-1815, Paris, H

achette, 1959, Pierre Sim
on, L՚élaboration 

を
示
す
か
、
文
民
的
あ
る
い
は
軍
事
的
権
威
に
よ
る

偽
り
の
命
令
を
示
し
な
が
ら
、
重
罪
を
犯
し
た
場
合

　
　
　
　
　
　

第
五
項
： 

犯
行
者
が
暴
力
あ
る
い
は
武
器
の
使
用
の
脅
威
と
共

に
重
罪
を
犯
し
た
場
合

 

以
上

註
（
1
） 

フ
ラ
ン
ス
復
古
王
政
期
の
政
治
史
に
つ
い
て
は
、Francis D

ém
ier, 

La F
rance de la R

estauration (1814-1830). Im
possible retour 

du passé, Paris, G
allim

ard, 2012, B
ertrand G

oujon, M
onarchies 

postrévolutionnaires 1814-1848, Paris, Seuil, 2012, Em
m

anuel de 
W

aresquiel et B
enoît Yvert, H

istoire de la Restauration 1814-1830. 
Naissance de la France m

oderne, Paris, Perrin, 2002 (1996)

を
参
照
。

国
家
に
焦
点
を
当
て
た
宗
教
と
政
治
の
関
係
に
つ
い
て
は
、Bertrand 

B
adie et Pierre B

irnbaum
, Sociologie de l՚État, Paris, G

rasset, 2008 
(1979), Yves D

éloye, Sociologie historique du politique, Paris, La 
D

écouverte, 2017, Lucien Jaum
e, L՚éternel défi. L՚État et les religions 

en France des origines à nos jours, Paris, Tallandier, 2022, Philippe 
Portier, L՚État et les religions en France : une sociologie historique de 
la laïcité, R

ennes, Presses universitaires de R
ennes, 2016

を
参
照
。
な

お
、
本
稿
の
主
題
に
関
連
す
る
法
規
の
条
文
を
史
料
と
し
て
本
論
の
後
に

示
し
た
。

（
2
） 

原
語loi sur le sacrilège

は
、
直
訳
す
る
と
冒
涜
に
関
す
る
法
で
あ
る
。

邦
語
の
研
究
で
は
、
訳
語
は
定
ま
っ
て
い
な
い
が
、
本
稿
は
涜
聖
処
罰
法
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d՚utilité publique, en vertu de la loi du 2 janvier 1817 et de l՚article 
910 du C

ode civil

を
参
照
。

（
16
） Jacques-C

laude B
eugnot, C

ham
bre des D

éputés. O
pinion de M

. le 
com

te Beugnot sur la proposition de M
. Blangy, tendant à am

éliorer 
le sort du clergé, quand la situation des finances le perm

ettra, et 
à supprim

er les pensions des prêtres m
ariés ou de ceux qui ont 

abandonné volontairem
ent le sacerdoce (prononcée dans la séance du 

7 février 1816), Paris, Planchet, 1816, p. 6-7.

（
17
） 

第
一
帝
政
期
の
ユ
ダ
ヤ
教
徒
に
つ
い
て
は
、Pierre B

irnbaum
, L՚Aigle 

et la Synagogue. N
apoléon, les Juifs et l՚État, Paris, Fayard, 2007, 

Jean-M
arc C

houraqui, « D
e l ՚ém

ancipation des juifs à l ՚ém
ancipation 

du judaïsm
e le regard des rabbins français du X

IX
e siècle », in Pierre 

B
irnbaum

 (sous la dir. de), H
istoire politique des juifs de France —

 
entre universalism

e et particularism
e —

, Paris, Presses de la FN
SP, 

1990

を
参
照
。

（
18
）Ibid., p. 7.

（
19
） 

第
一
帝
政
期
の
国
家
は
、
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
に
国
民
的
宗
教
と
い
う
地
位
を

与
え
る
こ
と
を
拒
み
、﹁
フ
ラ
ン
ス
の
多
数
者
の
宗
教
﹂
と
い
う
地
位
を

認
め
た
（Jean-Pierre C

hantin, Le régim
e concordataire français. La 

collaboration des Églises et de l՚État (1802-1905), Paris, B
eauchesne, 

2010, p. 20-24, Jean B
aubérot et Séverine M

athieu, R
eligion, 

m
odernité et culture au Roraum

e U
ni et en France. 1800-1914, Paris, 

Seuil, 2002, p. 128-129.

）。

（
20
） M

ichel de C
erteau, « C

rédibilités politiques », op. cit., p. 260-261.

（
21
） R

ené R
ém

ond, Les droites en France, Paris, « H
istorique », A

ubier, 
1982, p. 48.

de la C
harte constitutionnelle de 1814 (1

er avril-4 juin 1814),Paris, 

Edouard C
ornéy, 1906, p. 37

を
参
照
。

（
8
） Jacques-C

laude B
eugnot, C

ham
bre des députés. O

pinion de M
. le C

te 
Beugnot sur le Rapport fait par M

. de Bonald, sur la proposition de 
M

. H
yde de N

euville, tendant à réduire le nom
bre des Tribunaux, et à 

suspendre pendant un an l՚inam
ovibilité des Juges, Paris, H

acquart, 
1815, p. 5-6.

（
9
） Jacques-C

laude B
eugnot, C

ham
bre des députés. O

pinion de M
. le C

te 
Beugnot sur le projet de loi relatif aux élections (extraite du M

oniteur 
du 27 février 1816), Paris, H

acquart, 1816, p. 20-21.

（
10
） M

arcel G
auchet, La religion dans la dém

ocratie. Parcours de la 
laïcité, Paris, G

allim
ard, 1998, p. 32-35.

（
11
） Jacques-C

laude B
eugnot, M

ém
oires…

, op. cit., p. 292-293.

（
12
） L ՚abbé de M

ontesquiou, C
ham

bre des pairs de France. Session de 
1816. Séance du m

ardi 26 novem
bre. Rapport fait à la C

ham
bre 

par M
. l՚Abbé de M

ontesquiou, au nom
 d՚une C

om
m

ission spéciale 
chargée de l՚exam

en du projet de Loi relatif aux D
onations en faveur 

d՚Etablissem
ents ecclésiastiques, Im

prim
é par ordre de la cham

bre, 
1816, p. 8-9.

（
13
） R

ené R
ém

ond, Religion et société en Europe. La sécularisation aux 
XIX

e et XX
e siècles 1780-2000, Paris, Seuil, 1998, p. 37, 40 et 94.

（
14
） M

ichel de C
erteau, « C

rédibilités politiques », in L՚invention du 
quotidien. 1. Arts de faire, Paris, G

allim
ard, 1990, p. 265.

（
15
） O
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